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皆
さ
ん
の
意
見
を
紹
介
し
ま
す
②

　

行
政
改
革
大
綱
の
意
見
公
募
結
果

④ 

市
民
参
加
に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

⑤ 

財
政
の
健
全
化

⑥ 

情
報
化
の
推
進

⑦ 

そ　

の　

他

　

行
方
市
行
政
改
革
大
綱
に
対
す
る
意
見
公

募
結
果
に
つ
い
て
、
先
月
号
に
続
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

●
問
●
市
民
団
体
の
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
を
組
織

し
て
、
市
民
の
立
場
で
公
平
に
監
視
で
き
る

よ
う
に
す
る
。

▲
答
▼
市
民
へ
の
説
明
責
任
を
十
分
果
た
し

な
が
ら
、
市
民
と
の
信
頼
関
係
を
構
築
し
て

い
き
ま
す
。
行
政
の
透
明
性
を
一
層
向
上
さ

せ
る
よ
う
進
め
ま
す
。

●
問
●
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
今
ま
で

以
上
に
積
極
的
に
活
用
し
て
ほ
し
い
。

▲
答
▼
現
在
で
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
委
託
し
て
い
る
業
務
も
あ
り
、
今
後
と
も

経
費
削
減
や
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
に

資
す
る
た
め
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
問
●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
育
成
と
支
援

▲
答
▼
新
た
な
地
域
づ
く
り
の
担
い
手
で
あ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
の
協
働
に
よ
る
取

組
が
も
と
め
ら
れ
て
お
り
、
育
成
支
援
を
は

じ
め
協
働
に
よ
る
指
針
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

●
問
●
財
政
難
と
市
民
の
貴
重
な
税
金
を
考

え
る
と
き
、
実
質
的
な
視
察
旅
行
と
親
睦
・

慰
安
旅
行
を
区
分
し
、
親
睦
・
慰
安
旅
行
は

自
己
負
担
と
し
職
員
の
同
行
も
廃
止
し
、
一

切
の
市
費
の
支
出
を
や
め
る
。
旅
行
業
者
が

添
乗
同
伴
の
場
合
は
、
市
職
員
の
同
行
の
必

要
は
な
い
。
各
種
団
体
の
旅
行
に
市
長
が
同

行
を
要
請
さ
れ
た
場
合
も
極
力
自
粛
す
る
。

▲
答
▼
経
費
節
減
と
事
業
効
果
の
観
点
か
ら
、

見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
職
員
の

旅
費
日
当
も
削
減
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

抜
本
的
な
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

●
問
●
市
の
所
有
す
る
遊
休
地
の
処
分
や
老

朽
建
築
物
の
撤
去
等
を
行
い
、
財
源
の
確
保

に
努
め
る
。

▲
答
▼
ご
指
摘
の
と
お
り
遊
休
地
の
売
却
・

貸
付
の
検
討
と
老
朽
施
設
の
整
理
な
ど
に
努

め
、
財
源
の
確
保
に
向
け
て
検
討
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

●
問
●
麻
生
・
北
浦
・
玉
造
な
ど
の
地
域
間
格

差
の
是
正
と
、
公
平
な
事
業
支
出
に
努
め
る
。

▲
答
▼
行
方
郡
合
併
協
議
会
に
よ
る
行
方
市

ま
ち
づ
く
り
計
画
（
新
市
建
設
計
画
）
を
基

本
に
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
計
画
策
定

上
の
留
意
点
に
は
、
三
町
を
一
体
的
な
地
域

と
み
て
、
新
市
を
と
も
に
築
い
て
い
く
計
画

で
あ
り
、
公
共
的
施
設
の
統
合
整
備
に
つ
い

て
は
、
住
民
生
活
に
急
激
な
変
化
を
及
ぼ
さ

な
い
よ
う
十
分
配
慮
し
、
地
域
バ
ラ
ン
ス
・

財
政
状
況
を
考
慮
す
る
よ
う
、
事
業
を
実
施

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

●
問
●
予
算
の
優
先
順
位
を
決
め
て
、
市
民

に
分
か
り
や
す
く
広
報
す
る
。

▲
答
▼
限
り
あ
る
財
源
を
有
効
に
執
行
す
る

た
め
に
も
、
ご
指
摘
の
よ
う
に
優
先
順
位
を

決
め
て
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
内
容

に
つ
い
て
は
、
市
民
に
わ
か
り
や
す
く
広
報

紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

●
問
●
防
災
行
政
無
線
を
屋
内
で
聴
け
る
受

信
機
や
情
報
端
末
を
各
戸
に
設
置
す
る
。
そ

の
設
置
費
用
は
市
の
補
助
と
個
人
負
担
と
す

る
。

▲
答
▼
市
の
防
災
行
政
無
線
は
設
置
し
て
か

ら
20
年
を
超
え
て
お
り
、
そ
の
つ
ど
修
繕
を

し
て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
各
戸
に
受
信

機
、
情
報
端
末
を
設
置
す
る
こ
と
は
莫
大
な

予
算
が
必
要
で
あ
り
、
大
変
困
難
な
こ
と
で

す
が
、
市
民
の
安
全
安
心
が
最
優
先
で
す
の

で
、
別
の
よ
い
方
法
を
検
討
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

●
問
●
新
庁
舎
を
麻
生
地
区
に
造
っ
て
ほ
し

い
。

▲
答
▼
本
年
７
月
４
日
に
庁
舎
建
設
検
討
委

員
会
が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
委
員
会
で

の
方
向
性
を
見
極
め
な
が
ら
、
検
討
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

●
問
●
市
の
条
例
を
必
要
に
応
じ
て
作
り
、

実
行
す
べ
き
で
あ
る
。

例
・
せ
っ
か
く
お
金
を
か
け
て
道
路
改
良
を

し
て
、
幅
員
を
拡
幅
し
土
手
に
芝
を
張
っ
て
、

立
派
な
市
道
や
農
道
を
つ
く
っ
て
も
、
農
薬

で
芝
を
枯
ら
し
て
、
そ
の
た
め
に
雨
で
土
砂

が
流
れ
道
路
の
幅
が
狭
く
な
り
車
の
す
れ
違

い
に
危
険
を
感
じ
て
い
ま
す
。
何
と
か
し
て

ほ
し
い
。

▲
答
▼
貴
重
な
土
地
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、

道
路
を
整
備
し
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
こ
の

よ
う
な
こ
と
が
無
い
よ
う
区
長
さ
ん
を
始
め

地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
解
決
し

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
は
検
討
課
題
と
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
が
、
条
例
制
定
以
前
に
地
区
で
解
決

で
き
る
よ
う
市
で
も
検
討
を
し
ま
す
。

●
問
●
北
浦
幼
稚
園
の
保
育
を
２
年
か
ら
３

年
保
育
に
し
て
ほ
し
い
。

▲
答
▼
現
在
の
園
舎
は
施
設
が
狭
隘
で
３
年

保
育
は
困
難
で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
の
検
討

課
題
と
い
た
し
ま
す
。
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①限られた財源の中で、今後、多様化する行政課題に的確に対応していくために、行政のスリム化・行政の効

率化が求められております。

　行方市集中改革プランは、平成18年９月に策定された行方市行政改革大綱に基づき、平成18年度から向う５

年間で取組むべき行政改革の項目について、その目標を掲げ、簡素で効率的かつ効果的な行政運営をすすめ

市民の負託に応えていくものです。

②行方市行政改革大綱は、市民サービスを一層向上させることを第一にスリム化、行政の効率化を図り、新市

行方市にふさわしい行政改革を進める指針です。

③行方市集中改革プラン推進状況の公表については、集中改革プランについて、実施の検証を行いその見直し

をし、計画を再度策定して点検管理を実施します。

　そして、年度末にその進捗状況及び次年度の計画を策定し、広く市民にわかりやすく市報「行方」や市ホー

ムぺージで公表します。

｢行方市集中改革プラン｣ を公表します

① 上下水道の財政の健全化

① 管理委託契約の一括
② コンピューター関連の総点検
③ 市債削減計画
④ 税などの収納率の向上
⑤ 広告料などの新たな歳入の確保
⑥ 市単独補助の見直し
⑦ 使用料・手数料等の見直し (施設利用料など)
⑧ 遊休市有地の処分

① 給与などの適正化

① 市の職員数の適正化

① 民間委託の推進
② 指定管理者制度の導入

① 行政評価（事務事業評価）システムの導入
② 組織機構の継続的な見直し
③ 白帆荘の運営の見直し
④ 北浦荘・天竜荘の運営の見直し
⑤ 教育施設の配置及び利活用
⑥ 補助金等評価・決定システム
⑦ 補助金交付団体の運営自立促進
⑧ 類似団体の合併促進
⑨ 人事評価システム
⑩ NPO・ボランティア団体との協働にかかわる指針
⑪ 地域情報化の推進

1. 事務・事業の再編・整理、廃止・統合

2. 民間委託などの推進

3. 定員管理の適正化

4. 手当ての総点検をはじめとする給与の適正化

5. 経費削減などの財政効果

6. 地方公営企業

行方市集中改革プラン体系図行方市集中改革プラン体系図

【問合せ】
行政改革推進室 (麻生庁舎)
☎ 0299ー72ー0811

職員数 対前年職員数 累計減員数 対17年度減員率

Ｈ17. 4. 1

Ｈ18. 4. 1

Ｈ19. 4. 1

Ｈ20. 4. 1

Ｈ21. 4. 1

Ｈ22. 4. 1

－

△13人

△10人

△14人

△12人

△8人

－

△13人

△23人

△37人

△49人

△57人

－

△2.6％

△4.7％

△7.6％

△10.1％

△11.7％

485人

472人

462人

448人

436人

428人

※集中改革プラン中の退職者数見込み78名、採用者数見込み21名で試算

市民サービスの向上

行政のスリム化

行 政 の 効 率 化


